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NO. 基本計画名 施策名 評価 指標内容
現状値

2018（Ｈ30）年度

目標値

2023（Ｒ5）年度

実績値

2020（Ｒ2）年度
現状値からの進捗率(%）

総合計画

ページ
担当課 担当係

1 子育て支援 子育て世代の包括的支援 Ａ
この地域で子育てしたいと思う

保護者の割合（%）
98 100 94 △ 220 40 保健福祉課 健康増進係

2 学校教育 自然体験留学制度の充実 Ｂ 留学制度による親子留学者数（人） 5 10 8 60 48 瓜幕支所 地域振興係

3 農業（経営・基盤整備） 農業基盤整備事業の推進 A
国営・道営事業による農業基盤整備事

業実施地区数（件）
5 4 5 0 70 農業振興課 耕地整備係

A 多面的機能支払交付金執行率（%） 100 100 100 0

4 農業（持続可能な農業）
バイオガスプラントの有

効活用・推進
A

家畜排せつ物等のバイオマス資源の年

間活用量（t）
152,500 181,000 161,534 32 76 農業振興課

環境保全セ

ンター係

5 商工業 町内企業への支援 Ａ 町内商工業事業者数（商工会員数）(人） 169 165 164 125 82 商工観光課 商工労政係

6 観光
国立公園エリア施設の活

用推進および誘客施策の
Ｃ 観光客入込数（人） 742,000 872,000 598,700 △ 110 86 商工観光課 観光係

7 エネルギー
新たな再生可能エネル

ギーの有効活用
Ａ

再生可能エネルギーの有効活用及び適

切な運用によるCO2年間排出削減量

（t）

0 363 107 29 90 企画課
企画係

ICT・エネ

ルギー担当

8 情報通信

光回線など高速通信に関

する調査検討及び整備促

進

Ａ

光回線など、高速通信網整備の事業着

手（事業着者前を0・着手（将来目

標）を1）

0 1 1 100 118 企画課
企画係

ICT・エネ

ルギー担当

9 財政運営 行財政改革の推進 Ａ
行財政改革の執行による経常的経費の

削減効果額（年間）（千円）
0 △ 500,000 0 0 136 総務課

財政係行財

政改革推進

担当

1 ジオパーク
ジオパークの地域住民へ

の浸透
Ｂ

とかち鹿追ジオパークビジターセン

ター来館者数（人）
3,000 3,300 1,933 △ 356 88

ジオパー

ク推進課
推進係

2 花、公園
花による美しい街と豊か

な景観づくり
Ｂ

花による美しい街と豊かな景観づくり

推進の達成度（%）
97 100 85 △ 410 94 建設水道課 花とみどり係

3 農業（安心・安全な農業）
消費者ニーズにかなった

体制の確立
Ａ 十勝型GAPの取組者数（戸） 105 110 115 200 74 農業振興課 農政係

4 農業（安心・安全な農業）
安心・安全な農畜産物の

需要拡大
Ｂ

各種イベント等において農畜産物需要

拡大ＰＲ・普及活動の回数（回）
5 10 4 △ 20 74 農業振興課 畜産係

5 学校教育
国際理解を学ぶ英語教育

の充実
Ｂ 鹿追高校での英検２級取得者数（人） 5 10 5 0 48 学校教育課 学校教育係

6 学校教育
幼小中高一貫教育による

深い学びの実践
Ｂ

町内中学生の鹿追高校への進学率

（%）
58 70 45 △ 108 50 学校教育課 学校教育係

2020（令和2）年度_第7期鹿追町総合計画重点プロジェクト評価総括表

1.その先へプロジェクト

2.「魅力最大化」プロジェクト



NO. 基本計画名 施策名 評価 指標内容
現状値

2018（Ｈ30）年度

目標値

2023（Ｒ5）年度

実績値

2020（Ｒ2）年度
現状値からの進捗率

(%）

総合計画

ページ
担当課 担当係

1 高齢者福祉 地域包括ケアシステムの推進 Ｂ
地域包括支援センター・居宅支援事業

所の新規相談件数（件）
357 500 133 △ 157 44 保健福祉課 包括ケア係

2 商工業

道の駅しかおい・うりま

く、観光協会特産品部会

との連携

Ｙ
町外道の駅との連携イベントの実施回

数
2 10 0 △ 25 82 商工観光課 商工労政係

3 防災
防災意識の普及と防災体

制の充実強化
Ｃ 行政区等を対象とした防災訓練等の回数 0 10 0 0 106 町民課 住民生活係

4 交流 国際姉妹都市との交流促進 Ｂ 受入れホスト家庭数（家庭） 308 358 318 20 122 企画課 企画係

5 交流 国内友好都市等との交流促進 Ｂ 国内姉妹提携都市数（都市） 0 1 0 0 122 企画課 企画係

6 コミュニティ 町民の町政参加機会の拡充 Ｂ
各種審議会委員などの

無作為抽出選出件数（件）
0 5 0 0 124 企画課 企画係

7 コミュニティ 広報広聴活動の拡充 Ｂ ふれあいトークへの参加人数（人） 0 300 63 21 124 企画課 広報広聴係

8 コミュニティ 住民自治組織の育成 Ｃ 行政区支援事業への参加件数（件） 24 35 8 △ 145 124 企画課 広報広聴係

9 行政運営
他市町村との情報共有な

ど広域行政の連携強化
Ｂ 十勝管内の観光入込み客数（延べ人数）（万人） 1,033 1,046 1,026 △ 54 134 企画課 企画係

十勝管内バス乗客数（万人） 459 464 451 △ 160

全25のうち、各評価の数 率 評価基準 評価基準参考数値

9 36% （目標に向けて）非常に効果があった 目標の8割以上

12 48% （目標に向けて）概ね効果があった 目標の6割以上

3 12% どちらとも言えない 目標の4割以下

0 0% （目標に向けて）あまり効果的ではなかった 目標の2割以下

0 0% （目標に向けて）効果的ではなかった

0 0% 今年度は事業実施年度ではない

1 4% 次年度以降に事業実施予定

0 0% 前年度までに事業が完了した

X

Y

Z

A

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

補足

 左の評価基準参考数値（目標の〇割以上・以下）はあくまでも参考になりま

す。

 例えば、当初設定した指標が新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受ける

ようなものにしている場合は、実績値に大きく影響しますので、左の評価基準参

考数値に限らず、総合的な判断にて評価をしています。

3.「つながり」プロジェクト

評価



現状値
<2018年度> 内　容

年度 計画額 予算額 決算額 目標値 実績値 自己評価

2020 7,324 6,585 5,959 98 94 Ａ
子育て世代包括支援センター設
置

2022 4,500 － － 100
親同士がつながれるような支
援・サービスについての充実

2023 4,500 － － 100
手厚い支援が必要な親子への支
援の充実

2026

2027

単位 千円 千円 千円 ％ ％

福祉課　食育健康推進係（Ｒ3～保健福祉課　健康推進係）

Plan の変更点
（事業方針や内容など）

Doの変更点
（スケジュールなど）

Checkの変更点
（チェックの体制・方法な

ど）

担当係にて点検 相談室の改修など予定どおり行われたが、７月開設
となり、周知もその時期に行った。子育て世代包括
支援センターとして、支援プランを作成し、連携会
議も実施することができた。

変更なし 支援が必要な児童も増えてお
り、連携会議は密に実施してい
く。
また、子育て世代包括支援セン
ターについては、まだ知ってい
る方も少ないため、いつでも相
談対応できる場として周知して
いく。

Checkを受け、2021年度以降に向けた必要な変更点など

Do 「Plan」を実行するためのスケジュール・内容

セン
ター設
置
相談室
の改修

広報
にて
周知

Action
2024

Ａ

関係指標 この地域で子育てしたい
と思う保護者の割合 100%

変更なし

2021 4,500 － － 98 Check 「Do」の結果・チェックなど子育て世代包括支援センターに
ついて広く周知

結　果

2025

・福祉課
・子育てスマイル
課
・教育委員会

関係指標を達成するための2020年度の具体的な目標

この地域で子育てしたいと思う保護
者の割合

98％

4月

　具体的な方針 具体的な事業内容 実施体制

・子育て世代包括支援セ
ンターを設置し、町民へ
の周知を図る。

・子育て世代包括支援センターの設置
・関係機関との連携会議を実施する
・町民に向けて子育て世代包括支援センターにつ
いて、広報等をとおして周知する。

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月6月

チェック体制・方法 ふりかえり総括

2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」実施計画

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
概
要

施策

施策の概要
妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援のために、子育て世代包括支
援センターを設置し、きめ細やかな相談体制を整えるとともに、総合的な支
援体制の構築を図る。

プロジェクト名 「その先へ」プロジェクト

担当課・係

子育て世代の包括的支援

指標名 目標値

事業の点検 内容

評
価
総
括
表

2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」　ＰＤＣＡサイクルシート

Plan 

5月

連携
会議
の実
施

４年見直し

1



現状値
<2018年度> 内　容

年度 計画額 予算額 決算額 目標値 実績値 自己評価

2020 17,000 16,957 16,274 5 8 Ｂ
地域での受け入れ可能数の現況
調査

2022 17,000 10
留学制度受け入れ体制（居住環
境整備）の構築

2023 17,000 10 留学制度受入れ体制の充実

2026

2027

単位 千円 千円 千円 人 人

チェック体制・方法 ふりかえり総括

2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」実施計画

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
概
要

施策

施策の概要
他地域からの児童や生徒を受け入れることで、異なる考え方や文化を学びよ
り多様な人間関係を築くことで他者への理解を促進する教育を進めます。

プロジェクト名 「その先へ」プロジェクト

担当課・係

自然体験留学制度の充実

指標名 目標値

事業の点検 内　容

評
価
総
括
表

2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」　ＰＤＣＡサイクルシート

Plan 

5月 6月

関係指標
親子留学者数 10人

変更なし

2021 17,000 5 Check 「Do」の結果・チェックなど留学制度再設計の検討

結　果

2025

Action

2024

Ｂ

変更なし 変更なし

Checkを受け、2021年度以降に向けた必要な変更点など

Do 「Plan」を実行するためのスケジュール・内容

現況
調査

現況
調査

現況
調査

現況
調査

現況
調査

4月 7月 8月 9月

留学制度による親子留学者数5人

学校教育課　学校教育係（Ｒ3～瓜幕支所　地域振興係）

Plan の変更点
（事業方針や内容など）

Doの変更点
（スケジュールなど）

Checkの変更点
（チェックの体制・方法など）

担当係に加えて
留連協事業部員
に点検を実施し
た

機構改革の所管替えにより、留学事業の充実を図っ
た。また、新型コロナウイルス感染症の拡大により、
例年のような体験活動を行うことができなかったが、
限られた活動の中でも留学参加者へ充実したメニュー
を提供し、安定した事業運営を行うことができてい
る。

・瓜幕自然体験留学制
度推進協議会
・教育委員会
・企画財政課（移住）
・建設水道課（公住）

関係指標を達成するための2020年度の具体的な目標

具体的な方針 具体的な事業内容 実施体制

今後の留学制度につい
て、現状を踏まえての制
度の再設計

・地域での受け入れ可能数の現況調査

10月 11月 12月 1月 2月 3月

４年見直し

2



現状値
<2018年度> 内　容

年度 計画額 予算額 決算額 目標値 実績値 自己評価

2020 500,000 320,000 216,000 5 5 Ａ

基盤整備事業地区
・国営かんがい排水事業　笹川地区地区調査
・道営かんがい排水事業　瓜幕地区
・道営担い手畑総事業　東瓜幕地区
・道営担い手畑総事業　北瓜幕地区
・道営草地畜産基盤整備事業　上幌内地区

2022 300,000 3
基盤整備事業地区
・国営かんがい排水事業　笹川地区地区調査
・道営担い手畑総事業　東瓜幕地区
・道営担い手畑総事業　美蔓高台地区

2023 300,000 4

基盤整備事業地区
・国営かんがい排水事業　笹川地区
・道営担い手畑総事業　東瓜幕地区
・道営担い手畑総事業　美蔓高台地区
・道営担い手畑総事業　第２北鹿追地区

2026

2027

単位 千円 千円 千円 地区 地区

チェック体制・方法 ふりかえり総括

2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」実施計画

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
概
要

施策

施策の概要
農村景観や環境保全に配慮した国営・道営事業による農業基盤整備事業を計
画的に実施

プロジェクト名 「その先へ」プロジェクト

担当課・係

農業基盤整備事業の推進

指標名 目標値

事業の点検 内　容

評
価
総
括
表

2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」　ＰＤＣＡサイクルシート

Plan 

5月 6月

関係指標
事業実施地区数 4

変更なし

2021 500,000 4 Check 「Do」の結果・チェックなど

基盤整備事業地区
・国営かんがい排水事業　笹川地区地区調査
・道営かんがい排水事業　瓜幕地区
・道営担い手畑総事業　東瓜幕地区
・道営担い手畑総事業　北瓜幕地区

結　果

4月

2025

Action

2024

Ａ

変更なし 変更なし

Checkを受け、2021年度以降に向けた必要な変更点など

Do 「Plan」を実行するためのスケジュール・内容

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

入札 調査及び工事実施

農業振興課・耕地整備係

Plan の変更点
（事業方針や内容など）

Doの変更点
（スケジュールなど）

Checkの変更点
（チェックの体制・方法など）

担当係にて点検 全体的には当初のスケジュールを変更することなく、
事業計画とおり整備が進んだ。

・農業振興課
・農業関係機関
・町民

関係指標を達成するための2020年度の具体的な目標

具体的な方針 具体的な事業内容 実施体制

農業農村整備事業の計画
的な推進

・国営かんがい排水事業　笹川地区 地区調査
・道営かんがい排水事業　瓜幕地区
・道営担い手畑総事業　東瓜幕地区
・道営担い手畑総事業　北瓜幕地区
・道営草地畜産基盤整備事業　上幌内地区

3月

国営・道営事業による農業基盤整備事
業事業実施地区数5

４年見直し

3



現状値
<2018年度> 内　容

年度 計画額 予算額 決算額 目標値 実績値 自己評価

2020 100,000 101,405 101,369 100 100 Ａ
多面的機能支払交付金事業
（地域資源保全・向上、施設長
寿命化、組織体制強化など）

2022 100,000 100
多面的機能支払交付金事業
（地域資源保全・向上、施設長
寿命化、組織体制強化など）

2023 100,000 100
多面的機能支払交付金事業費
（地域資源保全・向上、施設長
寿命化、組織体制強化など）

2026

2027

単位 千円 千円 千円 ％ ％

2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」実施計画 2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」　ＰＤＣＡサイクルシート

担当課・係 農業振興課・耕地整備係 Plan 関係指標を達成するための2020年度の具体的な目標

農業基盤整備事業の推進

施策の概要
農村景観や環境保全に配慮した国営・道営事業による農業基盤整備事業を計
画的に実施

Do

具体的な方針

「Plan」を実行するためのスケジュール・内容

交付金執行率 100

具体的な事業内容 実施体制

環境保全活動を継続的に
実施

・多面的機能支払交付金事業
（地域資源保全・向上、施設長寿命化、組織体制
強化など）

・農業振興課
・農業関係機関
・町民

多面的機能支払交付金執行率100

事業の点検 内　容

関係指標
指標名 目標値

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
概
要

プロジェクト名 「その先へ」プロジェクト

施策

評
価
総
括
表

2021 100,000

2025

2024

変更なし 変更なし 変更なし

100
多面的機能支払交付金事業
（地域資源保全・向上、施設長
寿命化、組織体制強化など）

Check 「Do」の結果・チェックなど

Action

Ａ

Plan の変更点
（事業方針や内容など）

Doの変更点
（スケジュールなど）

Checkの変更点
（チェックの体制・方法など）

9月

チェック体制・方法 ふりかえり総括

担当係にて点検

7月 8月 1月 2月

多面的機能支払交付金事業による環境保全活動
（地域資源保全・向上、施設長寿命化、組織体制強化など）

Checkを受け、2021年度以降に向けた必要な変更点など

全体的には当初のスケジュールを変更することなく、
事業計画とおり活動が進められており、本事業に対す
る理解や評価も良く、継続要望も多い。

3月10月 11月 12月

結　果

4月 5月 6月

４年見直し

4



現状値
<2018年度> 内　容

年度 計画額 予算額 決算額 目標値 実績値 自己評価

2020 300,000 448,177 287,161 160,000 161,534 Ａ
バイオガスプラントの適切な事
業運営及び更なる有効活用等の
検討。マスタープランの策定。

2022 300,000 175,000

バイオガスプラントの適切な事
業運営及び更なる有効活用等の
検討

2023 300,000 181,000

バイオガスプラントの適切な事
業運営及び更なる有効活用等の
検討

2026

2027

単位 千円 千円 千円 ｔ ｔ

・鹿追町環境保全センターの安定稼働
・未整備地区バイオガスプラントマスタープラン策定
・電源接続募集プロセスに基づく系統連系枠確保
・水素サプライチェーン実証事業の推進

チェック体制・方法 ふりかえり総括

2月 3月

結　果

Ａ

Check 「Do」の結果・チェックなど

10月 11月 12月 1月

152,500t 家畜排せつ物等のバイオマス資源の年間活用量

　2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」実施計画

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
概
要

施策

施策の概要

　家畜ふん尿処理施設であるバイオガスプラントのさらなる有効活用を推進
するとともに未整備地区の整備を推進します。さらにＦＩＴ終了後を見据
え、バイオガスエネルギーの有効活用を推進するため、水素燃料や熱利用等
についての調査・研究を実施します。

プロジェクト名 「その先へ」プロジェクト

担当課・係

バイオガスプラントの有効活用・推進

農業振興課　環境保全センター係

指標名 目標値

事業の点検 内　容

評
価
総
括
表

関係指標
バイオマス資源の年間活用量 181,000ｔ

2025

2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」　ＰＤＣＡサイクルシート

Plan 

5月 6月

・農業振興課
・農業関係機関

関係指標を達成するための2020年度の具体的な目標

4月

具体的な方針 具体的な事業内容 実施体制

既存のバイオガスプラン
トの安定稼働を図るとと
もに未整備地区バイオガ
スプラント整備に向けた
マスタープランの策定

・鹿追町環境保全センター及び瓜幕バイオガスプ
ラントの安定稼働
・未整備地区バイオガスプラントマスタープラン
の策定
・電源接続募集プロセスに基づく系統連系枠確保
に向けた取組
・水素サプライチェーン実証事業の推進

7月 8月 9月

バイオガスプラントの適切な事
業運営及び更なる有効活用等の
検討

2021 300,000 167,500

2024

変更なし マスタープランで示された未整
備地区バイオガスプラントの建
設費が高額であるため、今後慎
重に検討が必要。

Checkを受け、2021年度以降に向けた必要な変更点など

変更なし

Plan の変更点
（事業方針や内容など）

Doの変更点
（スケジュールなど）

Checkの変更点
（チェックの体制・方法など）

Action

担当課にて点検 未整備地区バイオガスプラントマスタープランの策定は完了し
た。今後はマスタープランに基づき整備を検討する。
既存の施設では、中鹿追施設の発酵槽や発電機の改修が進めら
れており、6月中には発電機もフル稼働となる見込み。また、
25ｔタンカーの更新も進めており、令和３年度中に納入され
る見込み。
系統連系に関しては、ノンファーム型接続への申請を行い、７
月中旬には回答を得られる。
水素サプライチェーンに関しては協力を継続する。

「Plan」を実行するためのスケジュール・内容Do

４年見直し
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現状値
<2018年度> 内　容

年度 計画額 予算額 決算額 目標値 実績値 自己評価

2020 27,990 27,990 34,769 165 164 Ａ

・経営改善普及事業等補助事業
（経営改善普及事業、近代化推
進活動事業など）
・事業資金利子補給事業

2022 32,255 165

・経営改善普及事業等補助事業（経営
改善普及事業、近代化推進活動事業な
ど）
・事業資金利子補給事業

2023 32,255 165

・経営改善普及事業等補助事業（経営
改善普及事業、近代化推進活動事業な
ど）
・事業資金利子補給事業

2026

2027

単位 千円 千円 千円 人 人

商工観光課　商工振興労政係（Ｒ3～商工観光課　商工労政係）

Plan の変更点
（事業方針や内容など）

Doの変更点
（スケジュールなど）

Checkの変更点
（チェックの体制・方法など）

担当係にて点検 新型コロナウイルス感染症や事業者の高齢化などによ
り事業継続が厳しくなる中、事業者の経営を下支えす
るとともに事業の発展を支援する施策を行ったこと
で、商工会員数を微減に食い止めることができた。

変更なし 変更なし

Checkを受け、2021年度以降に向けた必要な変更点など

Do 「Plan」を実行するためのスケジュール・内容

商工
会各
種補
助

Action

2024

Ａ

関係指標
商工業事業者数 165

変更なし

2021 32,255 165 Check 「Do」の結果・チェックなど
・経営改善普及事業等補助事業（経営
改善普及事業、近代化推進活動事業な
ど）
・事業資金利子補給事業

結　果

利子
補給
実施

事業
評価
委員
会

2025

商工観光課
鹿追町商工会

関係指標を達成するための2020年度の具体的な目標

169 町内商工業事業者数（商工会員数）

4月

具体的な方針 具体的な事業内容 実施体制

町内企業の経営の安定、
資金調達の円滑化等に取
り組む

・商工会による経営改善普及事業等補助事業、商
工会一般事業、近代化推進活動事業への補助事業
を実施することにより町内事業者への経営支援等
を推進する
・商工業事業資金利子補給事業により町内事業者
の安定的な資金調達等を支援することで経営の安
定化を推進する

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月6月

チェック体制・方法 ふりかえり総括

2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」実施計画

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
概
要

施策

施策の概要

商工会による経営指導体制の強化や人材育成による経営管理能力の向上に向
けて行政と関係団体との連携を図りつつ、各種融資制度や諸施策を充実さ
せ、町内企業の経営の安定化、資金調達の円滑化により企業への支援を図り
ます。

プロジェクト名 「その先へ」プロジェクト

担当課・係

町内企業への支援

指標名 目標値

事業の点検 内　容

評
価
総
括
表

2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」　ＰＤＣＡサイクルシート

Plan 

5月

４年見直し
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現状値
<2018年度> 内　容

年度 計画額 予算額 決算額 目標値 実績値 自己評価

2020 26,276 26,027 16,903
792,000
（5,000）

598,700
（6） Ｃ

・観光振興事業（観光協会補助事
業）
・自然公園管理事業

2022 24,523
842,000
（6,500）

・観光振興事業（観光協会補助事
業）
・自然公園管理事業

2023 24,523
872,000
（7,000）

・観光振興事業（観光協会補助事
業）
・自然公園管理事業

2026

2027

単位 千円 千円 千円 人 人

商工観光課　観光振興係（Ｒ3～商工観光課　観光係）

Plan の変更点
（事業方針や内容など）

Doの変更点
（スケジュールなど）

Checkの変更点
（チェックの体制・方法など）

担当係にて点検 年度当初より新型コロナウイルス感染症の影響を大きく
受け、特にインバウンド旅行客は皆無に等しく観光客の
入込数は大きく減少した。こうした中において町内及び
近隣市町村からの観光客を取り込む手段として、割引
クーポンや宿泊助成等の支援事業を実施するなど一定程
度の人の流れは作り出したが、今後もwithコロナ、after
コロナを見据えた事業展開が必要であると考える。

これまでの平時における事業方
針ではなく、withコロナ、
afterコロナを見据えた事業方針
で進めたい。

変更なし

Checkを受け、2021年度以降に向けた必要な変更点など

Do 「Plan」を実行するためのスケジュール・内容

事業
開始

Action

2024

Ｃ

関係指標
観光客数（うち外国人数）

872,000人
（7,000人）

変更なし

2021 24,523
822,000
（6,000）

Check 「Do」の結果・チェックなど
・観光振興事業（観光協会補助事
業）
・自然公園管理事業

結　果

検証

2025

商工観光課
鹿追町観光協会

関係指標を達成するための2020年度の具体的な目標

742,000人
（4,007人）

観光客入込数
（うち外国人観光客）

4月

具体的な方針 具体的な事業内容 実施体制

施設の老朽化への対応、
新たな機能の追加。
来町のきっかけとなる誘
客事業。

・施設の課題を整理し、エリアに特化した新たな
機能追加を推進する。
・各エリアを繋げる周遊事業を推進する。
・リピーターの造成、滞在時間の長期化、新たな
人の流れをつくるため、新たなプロジェクト（サ
イクリングを活用した誘客事業、道の駅再編等）
を推進する。

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月6月

チェック体制・方法 ふりかえり総括

2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」実施計画

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
概
要

施策

施策の概要

施設の老朽化等への対応、新たな機能の追加、町全体を観光資源と位置付
け、エリア毎の課題を整理し包括的に進めます。新たな事業展開により、リ
ピーター造成や滞在時間の延長化へと繋げ、来町のきっかけを提供する誘客
事業を推進します。

プロジェクト名 「その先へ」プロジェクト

担当課・係

国立公園エリア施設の活用推進および誘客施策の展開

指標名 目標値

事業の点検 内　容

評
価
総
括
表

2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」　ＰＤＣＡサイクルシート

Plan 

5月

経過
確認

４年見直し
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現状値
<2018年度> 内　容

年度 計画額 予算額 決算額 目標値 実績値 自己評価

2020 201,233 200,452 198,005 121 107 Ａ
自営線ネットワーク整備事業完
工
本格運用12月頃～

2022 8,021 363
性能が最大限発揮されるよう適
切な運用を行いつつ、新たな再
生可能エネルギーを模索

2023 8,021 363
性能が最大限発揮されるよう適
切な運用を行いつつ、新たな再
生可能エネルギーを模索

2026

2027

単位 千円 千円 千円 ｔ ｔ

結　果 チェック体制・方法 ふりかえり総括

Ａ

担当係に加えて
施工監理業者・
補助事業執行団
体・環境省にて
点検

Doの変更点
（スケジュールなど）

Checkの変更点
（チェックの体制・方法など）

2024

2025

変更なし 変更なし 変更なし

Checkを受け、2021年度以降に向けた必要な変更点など

エネルギーマネジメントシステムの調整などに時間を
要し、CO2排出削減量が当初計画よりも若干少ない実
績値となったが、おおむね性能発揮がなされている。

2021 8,021 363

Plan の変更点
（事業方針や内容など）

契約

Action

性能が最大限発揮されるよう適
切な運用を行いつつ、新たな再
生可能エネルギーを模索

Check 「Do」の結果・チェックなど

工事等 性能計測等

4月 5月 6月 7月 8月 3月

事業の点検 内　容

9月 10月 11月 12月 1月 2月

評
価
総
括
表

関係指標
指標名 目標値

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
概
要

プロジェクト名 「その先へ」プロジェクト

Do

具体的な方針

「Plan」を実行するためのスケジュール・内容

CO2年間排出削減量 363t/年

具体的な事業内容

再生可能エネルギーの有効活用及び適
切な運用によるCO2年間排出削減量

Ü

実施体制

自営線ネットワーク整備
の適切な管理、調整など

・施工工事、性能計測　など
・工事周辺の住民に対して説明会を行うなど、住民の負
担を最優先に考えて進める。
・施工業者が適切な工事を行うよう密にコミュニケー
ションを図り、必要な調整などを行う。
・自営線の切り替えによる停電計画があることから、各
施設利用者等の負担を最大限減らすよう丁寧に停電計画
を立てる。

・企画財政課
・施工業者
・周辺住民

施策

2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」実施計画 2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」　ＰＤＣＡサイクルシート

担当課・係 企画財政課企画係（Ｒ3～企画課企画係ICT・エネルギー担当） Plan 関係指標を達成するための2020年度の具体的な目標

新たな再生可能エネルギーの有効活用

施策の概要
自営線のネットワークを整備し、太陽光や地中熱などの新たな再生可能エネ
ルギーの有効活用を図ります。

４年見直し
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現状値
<2018年度> 内　容

年度 計画額 予算額 決算額 目標値 実績値 自己評価

2020 - 0 0 事業着手 Ａ 調査検討

2022 - 調査検討

2023 - 事業着手
光回線など、高速通信網整備の
事業着手

2026

2027

単位 千円 千円 千円

関係指標を達成するための2020年度の具体的な目標

2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」　ＰＤＣＡサイクルシート

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
概
要

プロジェクト名 「その先へ」プロジェクト
事業方針

施策 光回線など高速通信に関する調査検討及び整備促進

施策の概要
他自治体における高速通信網の整備状況と手法及び民間事業者による整備の
可能性、国などにおける補助制度の動向など、あらゆる可能性を調査検討
し、町内全域の情報通信環境の高度化を図ります。

2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」実施計画

担当課・係 総務課　総務係（Ｒ3～企画課 企画係ICT・エネルギー担当）

実施体制

・2023年度の事業着手
に向けて、他自治体にお
ける高速通信網の整備状
況と手法及び民間事業者
による整備の可能性、国
などにおける補助制度の
動向など、あらゆる可能
性を調査検討

・総務課

Plan 

事業着手 事業着手

具体的な事業内容

関係指標
指標名 目標値

光回線など、高速通信網整備の
事業着手

Ü

・調査検討（国、北海道、自治体、NTT等の通信
事業者など、あらゆる関係者からヒアリングなど
の調査）

Do 「Plan」を実行するためのスケジュール・内容

事業の点検 内　容

9月 10月 11月 12月 1月 2月

評
価
総
括
表

4月 5月 6月 7月 8月

結　果 チェック体制・方法など ふりかえり総括

Ａ

担当課にて点検 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を
財源とし、町内農村地区（光回線未整備地区）におい
て2022年度4月～光回線サービス提供に向けて民設
民営方式により事業着手することができた。

2024

Action

2021 -

3月

調査検討

調査検討 Check 「Do」の結果・チェックなど

2025

変更なし 変更なし 変更なし

Doの変更点
（スケジュールなど）

Checkの変更点
（チェックの体制・方法など）

Plan の変更点
（事業方針や内容など）

Checkを受け、2021年度以降に向けた必要な変更点など

４年見直し
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現状値
<2018年度> 内　容

年度 計画額 予算額 決算額 目標値 実績値 自己評価

2020 705 705 0 0 0 Ａ
・行財政改革推進審議会委員報
酬など

2022 0 △ 400,000

・行財政改革推進審議会からの
答申を受けて段階的に行財政改
革を執行

2023 0 △ 500,000

・行財政改革推進審議会からの
答申を受けて段階的に行財政改
革を執行

2026

2027

単位 千円 千円 千円 千円 千円

Doの変更点
（スケジュールなど）

Checkの変更点
（チェックの体制・方法など）

変更なし 行財政改革推進本部をより円滑
に進めるため、「議案」を少な
くとも3日前には全員に事前共
有するということをルール化す
る。

変更なし

Checkを受け、2021年度以降に向けた必要な変更点など

2025 Plan の変更点
（事業方針や内容など）

結　果 チェック体制・方法など ふりかえり総括

Ａ

担当係での点検
に加え、行財政
改革推進本部
（各所属長）の
点検を実施した
（メール照会）

施策のとりまとめに時間を要し、後半は時間に追われ
た感は否めないが、全体的には当初のスケジュールを
変更することなく、必要なプロセスを経て今後の行財
政改革の執行について明確な道筋を立てることができ
た。また、Ｒ3年度当初予算において議論された内容
を反映することができ、確実に前に進むことができて
いる。

2024

Action

「Do」の結果・チェックなど

審議会
一部予
算要求

審議会
（委
嘱・諮
問）

2021 0 △ 300,000

・行財政改革推進審議会からの
答申を受けて段階的に行財政改
革を執行

Check

7月 8月 3月

審議会
審議会
（答
申）

事業の点検 内　容

9月 10月 11月 12月 1月 2月

評
価
総
括
表

推進
本部

4月 5月 6月

関係指標
指標名 目標値

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
概
要

プロジェクト名 「その先へ」プロジェクト

Do

事業方針

「Plan」を実行するためのスケジュール・内容

行財政改革の執行額 △500,000千円

具体的な事業内容

Ü
行財政改革の執行による経常的経費の削減効
果額（年間）

実施体制

・2020年度以降の行財
政改革の執行に向けて、
各種会議体を設置し、財
政状況の共有や見直し、
役場組織の改革について
協議を進める。

・行財政改革推進本部の設置
・職員によるプロジェクトチームを発足
・行財政改革推進審議会の設置、諮問及び答申
・行財政改革大綱の見直し

・各所属長
・企画財政課（事務
局）
・総務課（機構改革
事務局）
・町民（団体の代表
者、有識者など）

施策

2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」実施計画

担当課・係 企画財政課　行財政改革推進係（Ｒ3～総務課　財政係） Plan 関係指標を達成するための2020年度の具体的な目標

行財政改革の推進

施策の概要
持続可能な行財政基盤の確立の為、行財政改革推進本部及び審議会を立ち上
げ、補助事業や使用料の見直し・組織機構改革に着手する。

2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」　ＰＤＣＡサイクルシート

４年見直し
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現状値
<2018年度> 内　容

年度 計画額 予算額 決算額 目標値 実績値 自己評価

2020 9,398 5,509 4,972 3,100 1,933 Ｂ
とかち鹿追ジオパーク推進協議
会補助金など

2022 6,605 3,300
ジオパーク活動の推進による来
館者数の増加

2023 6,605 3,300
ジオパーク活動の推進による来
館者数の増加

2026

2027

単位 千円 千円 千円 人 人

結　果

活動
の総
括

3,000人 とかち鹿追ジオパークビジターセンター来館者数

ジオパーク推進室　総務係（Ｒ3～ジオパーク推進課　推進係）

Plan の変更点
（事業方針や内容など）

Doの変更点
（スケジュールなど）

Checkの変更点
（チェックの体制・方法など）

担当係に加え
て、協議会幹事
会と連携し事業
毎にＷＧ体制を
設け､検討及び点
検を実施した

新型コロナウイルス感染症の影響により、来訪者の増
加には繋がらず、目標値を大きく下回ったが、各事業
の中止や様々な制限等が設けられる中、活動実施数は
減ったが、ジオ講座、ツアー等を工夫しながら実施す
ることができた。またＨＰのリニューアルと展示施設
の改修を行い、情報発信と施設の充実が図られた。

・推進協議会（町
長・団体代表者な
ど）
・ジオパーク推進室
（事務局）
・町民（ジオパーク
協力店・サポーター
など）

関係指標を達成するための2020年度の具体的な目標

具体的な方針 具体的な事業内容 実施体制

教育でのジオパークの活
用・地域住民への浸透・
自然環境の保護と活用・
情報発信の充実に向けた
活動を行っていく。

・学校教育の場と連携した出前授業及び授業受入
・地域行事でのPRブース出店
・ジオパーク講座及びツアーの実施
・ジオパークガイド養成講座の実施
・関係機関と連携した保全活動（登山道整備等）
・拠点施設の展示室改修
・ホームページの見直しと多言語化

3月

3,300人

Do 「Plan」を実行するためのスケジュール・内容

事業
内容
の確
定

4月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月6月

各種活動の実施

7月

Ｂ

コロナ禍での事業を進めていく
中で、オンラインを活用した講
座や情報発信等も考えていく。

変更なし

Checkを受け、2021年度以降に向けた必要な変更点など

変更なし

2025

チェック体制・方法 ふりかえり総括

2021 6,605 3,200 Check 「Do」の結果・チェックなどジオパーク活動の推進による来
館者数の増加

Action

2024

指標名 目標値

事業の点検 内容

評
価
総
括
表

2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」　ＰＤＣＡサイクルシート

Plan 

5月

関係指標
ビジターセンター来館者数

2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」実施計画

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
概
要

施策

施策の概要
より多くの町民と共にジオパーク活動を推進するため、教育でのジオパーク
の活用・地域住民への浸透・自然環境の保護と活用・情報発信の充実に向け
た活動を行っていく。

プロジェクト名 「魅力」最大化プロジェクト

担当課・係

ジオパークの地域住民への浸透

４年見直し
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現状値
<2018年度> 内　容

年度 計画額 予算額 決算額 目標値 実績値 自己評価

2020 4,000 3,821 3,544 97 85 Ｂ
・視察研修等旅費、種子・肥料、
　公共施設花苗など

2022 4,000 99
・市街地、道路沿線、公共施設等
　の環境整備、講習会等の実施

2023 4,000 100
・市街地、道路沿線、公共施設等
　の環境整備、講習会等の実施

2026

2027

単位 千円 千円 千円 ％ ％

花による美しい街と豊かな景観づくり
推進の達成度97％

建設水道課　花係（Ｒ3～建設水道課　花とみどり係）

Plan の変更点
（事業方針や内容など）

Doの変更点
（スケジュールなど）

Checkの変更点
（チェックの体制・方法など）

担当係にて点検 年度当初より新型コロナウイルス感染症の影響を受
け、予定していたイベント事業等は中止となったが、
花苗等は問題なく生育し、市街地・道路沿線の植栽や
公共施設の植栽、立体トピアリーの設置や大型プラン
ター植栽等、予定どおり完了することができた。
同ウイルス感染症により本町を訪れる方は激減した
が、景観づくりを進め環境美化活動の推進に努めるこ
とができたと考える。

・建設水道課、各課
・フラワーマスター
　鹿追地区連絡協議会
・花と芝生の町づくり
   推進協議会
・町民（団体・個人）

関係指標を達成するための2020年度の具体的な目標

具体的な方針 具体的な事業内容 実施体制

公共施設・民有地等に彩
り豊かな花を植栽し、景
観づくりを進めます

・市街地、道路沿線の植栽
・公共施設等の植栽
・立体トピアリーの設置
・大型プランター・プランターの設置

10月 11月 12月 1月 2月 3月

変更なし 変更なし

Checkを受け、2021年度以降に向けた必要な変更点など

Do 「Plan」を実行するためのスケジュール・内容

植栽
準備

プラ
ン
ター
設置

花苗
植栽

花苗
片付

次年度
に向け
た花壇
等整備

花苗
作り

4月 7月 8月 9月

Action

2024

Ｂ

花によるまちのきれいさ 100%

変更なし

2021 4,000 98 Check 「Do」の結果・チェックなど・市街地、道路沿線、公共施設等
　の環境整備、講習会等の実施

結　果

2025

チェック体制・方法 ふりかえり総括

2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」実施計画

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
概
要

施策

施策の概要
鹿追らしい景観を創り出していく上で花の役割は非常に重要であることから
道路や小中学校などの公共施設や民有地における景観づくりを進め、観光地
としての魅力の向上に努める。

プロジェクト名 「魅力」最大化プロジェクト

担当課・係

花による美しい街と豊かな景観づくり

指標名 目標値

事業の点検 内　容

評
価
総
括
表

2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」　ＰＤＣＡサイクルシート

Plan 

5月 6月

関係指標

４年見直し

花の管理
（水やり・追肥・草抜き等）
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現状値
<2018年度> 内　容

年度 計画額 予算額 決算額 目標値 実績値 自己評価

2020 0 0 0 107 115 Ａ 十勝型GAPの推進

2022 0 0 110 十勝型GAPの推進

2023 0 0 110 十勝型GAPの推進

2026

2027

単位 千円 千円 千円 戸 戸

チェック体制・方法 ふりかえり総括

2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」実施計画

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
概
要

施策

施策の概要
クリーン農業や環境保全型農業の取り組みを推進するともに農業生産工程管
理（GAP)等の取り組みを推進します。

プロジェクト名 「魅力」最大化プロジェクト

担当課・係

消費者ニーズにかなった体制の確立

指標名 目標値

事業の点検 内　容

評
価
総
括
表

2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」　ＰＤＣＡサイクルシート

Plan 

5月 6月

関係指標
GAP取組者数 110戸

変更なし

2021 0 0 110 Check 「Do」の結果・チェックなど十勝型GAPの推進

結　果

2025

Action

2024

Ａ

変更なし 変更なし

Checkを受け、2021年度以降に向けた必要な変更点など

Do 「Plan」を実行するためのスケジュール・内容

取組推
進
（チェ
ック表
配布）

チェ
ック
表回
収

チェッ
ク表回
収・集
計

4月 7月 8月 9月

十勝型GAPの取組者数105戸

農業振興課　農政係

Plan の変更点
（事業方針や内容など）

Doの変更点
（スケジュールなど）

Checkの変更点
（チェックの体制・方法など）

担当係にて点検 GAPの必要性を周知し、取組の強化を図り、概ね計画
通りに実行できた。

・農業振興課
・営農対策協議会
（農産部会）
・町民

関係指標を達成するための2020年度の具体的な目標

具体的な方針 具体的な事業内容 実施体制

2019年度十勝型ギャッ
プに取り組んでいる農家
戸数の105戸以上にな
るように取り組みを推進
する。

関係機関と連携して、各種会議等でGAPの必要性
を周知し、取組の強化を図る。

10月 11月 12月 1月 2月 3月

４年見直し
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現状値
<2018年度> 内　容

年度 計画額 予算額 決算額 目標値 実績値 自己評価

2020 1,300 1,700 0 7 4 Ｂ
各種イベント等において農畜産
物需要拡大ＰＲ・普及活動の実
施

2022 1,300 9
各種イベント等において農畜産
物需要拡大ＰＲ・普及活動の実
施

2023 1,300 10
各種イベント等において農畜産
物需要拡大ＰＲ・普及活動の実
施

2026

2027

単位 千円 千円 千円 回 回

普
及・
ＰＲ
活動

普
及・
ＰＲ
活動

普
及・
ＰＲ
活動

普
及・
ＰＲ
活動

普
及・
ＰＲ
活動

普
及・
ＰＲ
活動

2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」実施計画 2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」　ＰＤＣＡサイクルシート

担当課・係 農業振興課　畜産環境整備係（Ｒ3～農業振興課　畜産係） Plan 関係指標を達成するための2020年度の具体的な目標

具体的な方針 具体的な事業内容 実施体制

町内外において、安心・
安全な高品質の本町農畜
産物の需要拡大ＰＲ、普
及活動を実施

各種イベント等において、普及・ＰＲ活動を実施
・農業振興課
・商工観光課
・農業関係機関

安心・安全な農畜産物の需要拡大

施策の概要

　家畜伝染病等疾病対策を推進するとともに安心・安全な高品質の農畜産物
の需要がさらに増すと想定される中で基本となる生産力を引き続き高めるた
め、競争力や地域力を向上させ「消費者に選ばれる農畜産物」の生産を推進
する。

関係指標
指標名 目標値

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
概
要

プロジェクト名 「魅力」最大化プロジェクト

施策

4月 5月 6月 7月 8月

Do 「Plan」を実行するためのスケジュール・内容

需要拡大ＰＲ・普及活動 10回
各種イベント等において農畜産物需要
拡大ＰＲ・普及活動の回数5回

3月

事業の点検 内　容

9月 10月 11月 12月 1月 2月

評
価
総
括
表

2021 1,300 8
各種イベント等において農畜産
物需要拡大ＰＲ・普及活動の実
施

Check 「Do」の結果・チェックなど

結　果 チェック体制・方法 ふりかえり総括

Ｂ

担当係にて点検 新型コロナウイルス感染症の影響により、当初計画し
ていたイベントそのものが中止になったことから、実
績値が低い結果となった。

2024

2025

変更なし 変更なし 変更なし

Action Checkを受け、2021年度以降に向けた必要な変更点など

Plan の変更点
（事業方針や内容など）

Doの変更点
（スケジュールなど）

Checkの変更点
（チェックの体制・方法など）４年見直し
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現状値
<2018年度> 内　容

年度 計画額 予算額 決算額 目標値 実績値 自己評価

2020 5 5 Ｂ
英会話を中心とした実践的な英
語能力の開発

2022 9
英会話を中心とした実践的な英
語能力の開発

2023 10
英会話を中心とした実践的な英
語能力の開発

2026

2027

単位 千円 千円 千円 人 人

実施体制

一貫教育と姉妹提携都
市交流の有用性を利用
した英語教育の充実

・入学者選抜試験のスケジュールに偏重しない連
携型入試の有用性を生かして、中学校３年期での
実践的な英語教育方法の開発
・低年齢時でのストニィプレイン町との交流によ
る国際理解教育の開発

・教育委員会
（ALT）
・各小中学校
・鹿追高校
・ストニィプレイン
町

施策

2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」実施計画 2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」　ＰＤＣＡサイクルシート

担当課・係 学校教育課　学校教育係 Plan 関係指標を達成するための2020年度の具体的な目標

国際理解を学ぶ英語教育の充実

施策の概要
世界の多用な文化や価値観を学ぶため、国際的な標準語である英語を学び、
より深く国際理解教育が進むように英語教育の充実を図ります。

関係指標
指標名 目標値

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
概
要

プロジェクト名 「魅力」最大化プロジェクト

Do

　具体的な方針

「Plan」を実行するためのスケジュール・内容

英検取得者数 10人

具体的な事業内容

鹿追高校での英検２級取得者数5人

事業の点検 内　容

9月 10月 11月 12月 1月 2月

評
価
総
括
表

実践的
な英語
教育の
開発

4月 5月 6月 7月 8月 3月

実践的
な英語
教育の
開発

実践的
な英語
教育の
開発

実践的
な英語
教育の
開発

実践的
な英語
教育の
開発

「Do」の結果・チェックなど

ス町と
の交流
による
英語教
育

ス町と
の交流
による
英語教
育

実践的
な英語
教育の
開発

実践的
な英語
教育の
開発

実践的
な英語
教育の
開発

実践的
な英語
教育の
開発

実践的
な英語
教育の
開発

Check

結　果 チェック体制・方法 ふりかえり総括

Ｂ

担当係にて点検 新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、鹿追高校の
カナダ短期留学が中止となるなど、各学年における
実践的な英語教育活動の実施が難しい状況であっ
た。

2024

Action

2021 7
英会話を中心とした実践的な英
語能力の開発

Doの変更点
（スケジュールなど）

Checkの変更点
（チェックの体制・方法など）

変更なし 変更なし 変更なし

Checkを受け、2021年度以降に向けた必要な変更点など

2025 Plan の変更点
（事業方針や内容など）４年見直し
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現状値
<2018年度> 内　容

年度 計画額 予算額 決算額 目標値 実績値 自己評価

2020 70 45 Ｂ
研究開発を基にした一貫教育の再構
築と、地域の教育力を融合した課題
解決能力を高める教育の実施

2022 70
研究開発を基にした一貫教育の再構
築と、地域の教育力を融合した課題
解決能力を高める教育の実施

2023 70
研究開発を基にした一貫教育の再構
築と、地域の教育力を融合した課題
解決能力を高める教育の実施

2026

2027

単位 千円 千円 千円 ％ ％

Doの変更点
（スケジュールなど）

Checkの変更点
（チェックの体制・方法など）

変更なし 変更なし 変更なし

Checkを受け、2021年度以降に向けた必要な変更点など

2025 Plan の変更点
（事業方針や内容など）

結　果 チェック体制・方法 ふりかえり総括

Ｂ

担当係にて点検 新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、大幅に学
習活動を制限せざるを得なく、乗り入れ授業や交流
授業などが実施できない状況にあった。

2024

Action

2021 70
研究開発を基にした一貫教育の再構
築と、地域の教育力を融合した課題
解決能力を高める教育の実施

「Do」の結果・チェックなど

授業
改善
等の
研究

授業
改善
等の
研究

Check

7月 8月 3月

授業
改善
等の
研究

授業
改善
等の
研究

事業の点検 内容

9月 10月 11月 12月 1月 2月

評
価
総
括
表

一貫教
育の目
標再設
定

4月 5月 6月

関係指標
指標名 目標値

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
概
要

プロジェクト名 「魅力」最大化プロジェクト

Do

具体的な方針

「Plan」を実行するためのスケジュール・内容

鹿追高校への進学率 70%

具体的な事業内容

町内中学生の鹿追高校への進学率58%

実施体制

幼小中高一貫教育の効
果的な運用の確認と再
構築

・課題解決能力を向上させるための授業の研究
・小、中、高校相互の乗り入れ授業や交流授業の
充実
・一貫教育を意識した共通目標の再設定

・教育委員会
・小中学校
・鹿追高校
・各学校運営協議会

施策

2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」実施計画 2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」　ＰＤＣＡサイクルシート

担当課・係 学校教育課　学校教育係 Plan 関係指標を達成するための2020年度の具体的な目標

幼小中高一貫教育による深い学びの実践

施策の概要
幼児期から高校まで一貫した教育指針のもと、受験勉強に捉われない深い学
びを実践します。さらに鹿追高校を町内教育機関の最高学府と位置付けて、
高校の存続とともに教育力向上のために総合的に支援します。

４年見直し
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現状値
<2018年度> 内　容

年度 計画額 予算額 決算額 目標値 実績値 自己評価

2020 24,000 24,915 25,020 350 133 Ｂ
地域支援事業費（介護予防・生
活支援サービス事業費など）

2022 24,000 450

2023 24,000 500

2026

2027

単位 千円 千円 千円 件 件

チェック体制・方法 ふりかえり総括

2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」実施計画

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
概
要

施策

施策の概要
高齢者等が、いつまでも住み慣れた地域で安心して尊厳ある生活を続けることがで
きるよう、住まい、医療、介護予防、生活支援が一体的に提供される仕組みを考え
ていきます。

プロジェクト名 「つながり」プロジェクト

担当課・係

地域包括ケアシステムの推進

指標名 目標値

事業の点検 内　容

評
価
総
括
表

2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」　ＰＤＣＡサイクルシート

Plan 

5月 6月

関係指標
総合相談者数（新規） 500件

変更なし

2021 24,000 400 Check 「Do」の結果・チェックなど

結　果

・各種相
談
・次年度
権利擁護
業務の話
し合い

・各
種相
談

2025

Action

2024

Ｂ

変更なし 新型コロナウイルス感染症の状
況をみながら実施する。

Checkを受け、2021年度以降に向けた必要な変更点など

Do 「Plan」を実行するためのスケジュール・内容

・各種相談
・在宅医療
介護連携推
進会議・権
利擁護業務
準備

・各種相
談
・権利業
務関係機
関話し合
い

・各
種相
談

・各種相
談
・在宅医
療介護連
携推進会
議

・各
種相
談

・各種相
談
・権利擁
護につい
ての町民
周知

・各種相
談
・在宅医
療介護連
携推進会
議

・各
種相
談

・各
種相
談

・各種相
談
・在宅医
療介護連
携推進会
議

4月 7月 8月 9月

地域包括支援センター・居宅支援事業
所の新規相談件数357件

福祉課　包括ケア係（Ｒ3～保健福祉課　包括ケア係）

Plan の変更点
（事業方針や内容など）

Doの変更点
（スケジュールなど）

Checkの変更点
（チェックの体制・方法な

ど）

担当係にて日報
を基に点検

新型コロナウイルス感染症拡大予防により、認知症
カフェや老人会、研修会といった外部へ出向く活動
の休止がやむを得ないことがあった。しかし、近隣
住民や病院等からの情報提供や相談などに対して
は、随時、支援が必要な方々への対応を行ってい
る。また、権利擁護の学習会や在宅介護医療連携会
議等を実施することができた。

・各所属長
・福祉課
・社会福祉協議会
・医療機関
・介護施設
・介護サービス事業
所
・町民

関係指標を達成するための2020年度の具体的な目標

具体的な方針 具体的な事業内容 実施体制

・地域の支援を必要とする高齢者
や家族などの相談を受け付け、適
切な機関・制度・サービスにつな
ぎ支援していきます。
・医療機関と居宅に関する介護
サービスとの連携を図ります。
・権利擁護業務の推進に努めま
す。

介護予防・日常生活支援総合事業、総合相談支
援、包括的・継続的ケアマネジメント支援、介護
予防支援・介護予防ケアマネジメント、認知症施
策の推進、権利擁護業務、在宅医療・介護との連
携の推進、生活支援サービス体制の整備、居宅介
護支援

10月 11月 12月 1月 2月 3月

４年見直し
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現状値
<2018年度> 内　容

年度 計画額 予算額 決算額 目標値 実績値 自己評価

2020 1,200 1,200 0 3 0 Ｙ
・観光協会補助事業（特産品部
会）による連携イベントの実施

2022 500 7
・観光協会補助事業（特産品部
会）による連携イベントの実施

2023 500 10
・観光協会補助事業（特産品部
会）による連携イベントの実施

2026

2027

単位 千円 千円 千円 回 回

実施体制

物産振興を図るため観光
協会（特産品部会）と連
携した道の駅連携事業に
取り組みます

・道の駅しかおい及びうりまくにおいて町内特産
品の販売促進を進めるとともに、町外道の駅との
相互連携事業を複数回実施します。

商工観光課
鹿追町観光協会
道の駅しかおい
道の駅うりまく

施策

2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」実施計画 2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」　ＰＤＣＡサイクルシート

担当課・係 商工観光課　商工振興労政係（Ｒ3～商工観光課　商工労政係） Plan 関係指標を達成するための2020年度の具体的な目標

道の駅しかおい・うりまく、観光協会特産品部会との連携

施策の概要
観光客等との交流の拠点施設である道の駅において、町内特産品に関するイ
ベント等を実施するとともに、町外の道の駅との相互連携事業により町内特
産品の町外への積極的な発信などを実施します。

関係指標
指標名 目標値

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
概
要

プロジェクト名 「つながり」プロジェクト

Do

具体的な方針

「Plan」を実行するためのスケジュール・内容

道の駅連携イベント実施数 10

具体的な事業内容

2 町外道の駅との連携イベントの実施回数

事業の点検 内　容

9月 10月 11月 12月 1月 2月

評
価
総
括
表

観光
協会
総会

4月 5月 6月 7月 8月 3月

「Do」の結果・チェックなど

相互
連携
事業

相互
連携
事業

相互
連携
事業

Check

結　果 チェック体制・方法 ふりかえり総括

Ｙ

担当係にて点検 新型コロナウイルス感染症の影響によりイベントを自
粛。コロナ終息後の人流を見据えたイベントを次年度
に計画予定。

2024

Action

2021 500 5
・観光協会補助事業（特産品部
会）による連携イベントの実施

Doの変更点
（スケジュールなど）

Checkの変更点
（チェックの体制・方法など）

変更なし コロナや人流を考慮し、イベン
トの開催時期の検討が必要

変更なし

Checkを受け、2021年度以降に向けた必要な変更点など

2025 Plan の変更点
（事業方針や内容など）４年見直し
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現状値
<2018年度> 内　容

年度 計画額 予算額 決算額 目標値 実績値 自己評価

2020 4,567 4,567 3,996 10 0 Ｃ

・防災備品の整備
・防災防火フェスティバル開催
・北海道総合行政ネットワーク工事負
担金　他

2022 268 10
・防災備蓄の整備
・防災講話や防災訓練の実施

2023 268 10
・防災備蓄の整備
・防災講話や防災訓練の実施

2026

2027

単位 千円 千円 千円 回 回

チェック体制・方法 ふりかえり総括

2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」実施計画

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
概
要

施策

施策の概要 災害発生時における対応力の向上と町全体の防災体制の強化を図ります。

プロジェクト名 「つながり」プロジェクト

担当課・係

防災意識の普及と防災体制の充実強化

指標名 目標値

事業の点検 内　容

評
価
総
括
表

2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」　ＰＤＣＡサイクルシート

Plan 

5月 6月

関係指標
防災訓練等 10回

変更なし

2021 268 10 Check 「Do」の結果・チェックなど

・防災備品の整備
・「防災・防火フェスティバルinしかおい」
の開催
・防災講話や防災訓練の実施
・避難所運営マニュアルの整備

結　果

2025

Action

2024

Ｃ

2020年度において延期となっ
た「防災・防火フェスティバル
inしかおい」の開催

変更なし

Checkを受け、2021年度以降に向けた必要な変更点など

Do 「Plan」を実行するためのスケジュール・内容

広報
等周
知

防災
フェ
ス
ティ
バル

防災
備品
整備

広報
等周
知

4月 7月 8月 9月

行政区等を対象とした防災訓練等の回数0回

町民課　住民生活係

Plan の変更点
（事業方針や内容など）

Doの変更点
（スケジュールなど）

Checkの変更点
（チェックの体制・方法など）

担当係の点検に
加え、国や北海
道等との連携に
よる情報共有を
実施

移動系防災無線免許の更新や防災行政無線の点検、防
災備蓄品の整備、北海道総合行政ネットワーク改修工
事により、災害時における防災対応の機能強化が図ら
れた。一方で、予定されていた「防災・防火フェス
ティバルinしかおい」は、新型コロナウイルス感染症
防止対策のため実施は見送られることとなった。

鹿追町防災会議

関係指標を達成するための2020度の具体的な目標

具体的な方針 具体的な事業内容 実施体制

・地域住民への防災に関
する情報提供や防災訓練
等を通じた意識啓発を図
ります。

・防災ハザードブックや広報紙等を活用し、停
電、断水、火災、風雪、水害、地震など自然災害
等に対する防災意識の高揚に努めます。
・各関係機関と各種防災訓練等を実施し、災害時
の被害を最小限に食い止めるよう、防災体制や災
害時対応体制の充実強化に努めます。
・防災備品の計画的整備を図ります。

10月 11月 12月 1月 2月 3月

４年見直し
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現状値
<2018年度> 内　容

年度 計画額 予算額 決算額 目標値 実績値 自己評価

2020 20,000 17,859 1,415 328 318 Ｂ

・姉妹提携35周年事業の実施
・訪問団受入事業の実施
・相互住民長期滞在体験事業
・国際交流センターの運営

2022 7,500 348
・訪問団受入事業の実施
・相互住民長期滞在体験事業
・国際交流センターの運営

2023 7,500 358
・訪問団受入事業の実施
・相互住民長期滞在体験事業
・国際交流センターの運営

2026

2027

単位 千円 千円 千円 家庭 家庭

チェック体制・方法 ふりかえり総括

2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」実施計画

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
概
要

施策

施策の概要 ストニィプレイン町との交流を継続し、相互間で新たな事業を模索します。

プロジェクト名 「つながり」プロジェクト

担当課・係

国際姉妹都市との交流促進

指標名 目標値

事業の点検 内　容

評
価
総
括
表

2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」　ＰＤＣＡサイクルシート

Plan 

5月 6月

関係指標
受入れホスト家庭数 358

変更なし

2021 7,500 338 Check 「Do」の結果・チェックなど
・訪問団受入事業の実施
・相互住民長期滞在体験事業
・国際交流センターの運営

結　果

セン
ター運
営

セン
ター運
営

2025

Action

2024

Ｂ

2021年度においても新型コロ
ナウイルス感染症の影響がある
中、往来を伴わない交流をどの
ように実施していくか検討して
いかなければならない。

2021年度においても新型コロ
ナウイルス感染症の影響がある
中、往来を伴わない交流をどの
ように実施していくか検討して
いかなければならない。

Checkを受け、2021年度以降に向けた必要な変更点など

Do 「Plan」を実行するためのスケジュール・内容

準備

セン
ター運
営

準備

セン
ター運
営

準備

セン
ター運
営

準備

セン
ター運
営

準備

セン
ター運
営

35周
年事業
訪問団
受入

セン
ター運
営

セン
ター運
営

セン
ター運
営

セン
ター運
営

4月 7月 8月 9月

受入れホスト家庭数308

企画財政課企画係（Ｒ3～企画課企画係）

Plan の変更点
（事業方針や内容など）

Doの変更点
（スケジュールなど）

Checkの変更点
（チェックの体制・方法など）

担当係にて点検 2020度は、姉妹提携35周年記念の年であったが、世界的
な新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受けて、当初予定
されていた事業のほとんどを中止せざるを得ず、国際交流の
推進が停滞した１年であった。
そのような中においても、記念懸垂幕の設置、町長による親
書の交換、道・アルバータ州姉妹提携40周年記念事業と連
携したパネル展の実施、メッセージビデオの交換など、往来
を伴わない形での交流ができた。

企画財政課
国際交流協議会

関係指標を達成するための2020年度の具体的な目標

具体的な方針 具体的な事業内容 実施体制

記憶に残るような姉妹提
携35周年事業の実施と
国際交流事業の推進

・姉妹提携35周年事業の実施
・訪問団受入事業の実施と受入家庭の確保
・相互住民長期滞在体験事業
・国際交流センターの運営

10月 11月 12月 1月 2月 3月

４年見直し
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現状値
<2018年度> 内　容

年度 計画額 予算額 決算額 目標値 実績値 自己評価

2020 3,635 4,998 392 0 0 Ｂ

・台東区との連携協定終了後に向け
た新たな連携の検討
・台東区・墨田区と十勝地域の連携
事業の推進

2022 3,635 0

・台東区との新たな協定下における
交流事業の推進
・台東区・墨田区と十勝地域の連携
事業の推進

2023 3,635 1

・台東区との新たな協定下における
交流事業の推進
・台東区・墨田区と十勝地域の連携
事業の推進

2026

2027

単位 千円 千円 千円 都市 都市

Doの変更点
（スケジュールなど）

Checkの変更点
（チェックの体制・方法など）

2021年度においても新型コロ
ナウイルス感染症の影響がある
中、往来を伴わない交流をどの
ように実施していくか検討して
いかなければならない。

2021年度においても新型コロ
ナウイルス感染症の影響がある
中、往来を伴わない交流をどの
ように実施していくか検討して
いかなければならない。

変更なし

Checkを受け、2021年度以降に向けた必要な変更点など

2025 Plan の変更点
（事業方針や内容など）

結　果 チェック体制・方法 ふりかえり総括

Ｂ

担当係にて点検 2020年度は、世界的な新型コロナウイルス感染症の感
染拡大を受けて、当初予定されていた事業のほとんどを
中止せざるを得ず、交流の推進が停滞した１年であっ
た。
そのような中においても、工夫をしながらふるさと交流
ショップへの出店を行うことができたほか、2020年度
末で期限を迎えた連携協定の再締結、新たに災害時相互
応援協定の締結を行うことができた。

2024

Action

2021 3,635 0

・台東区との新たな協定下における
交流事業の推進
・台東区・墨田区と十勝地域の連携
事業の推進

「Do」の結果・チェックなど

交流
ショッ
プ

各種交
流事業

交流
ショッ
プ

連携協
定・交
流の検
討

連携協
定・交
流の検
討

連携協
定・交
流の検
討

連携協
定・交
流の検
討

Check

7月 8月 3月

白蛇姫
舞保存
会の派
遣

児童派
遣事業

連携協
定・交
流の検
討

連携協
定・交
流の検
討

事業の点検 内  容

9月 10月 11月 12月 1月 2月

評
価
総
括
表

連携協
定・交
流の検
討

4月 5月 6月

関係指標
指標名 目標値

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
概
要

プロジェクト名 「つながり」プロジェクト

Do

具体的な方針

「Plan」を実行するためのスケジュール・内容

国内姉妹提携都市数 1

具体的な事業内容

国内姉妹提携都市数0

実施体制

台東区との特定分野にお
ける連携協定の総括と新
たな交流分野の検討

台東区・墨田区と十勝地
域の連携事業の推進策の
検討

・児童派遣事業の実施
・ふるさと交流ショップへの出店
・白蛇姫舞保存会の派遣
・その他各種交流事業の実施
・台東区・墨田区と十勝地域の連携事業の推進

企画財政課
地域間交流協議会

施策

2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」実施計画 2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」　ＰＤＣＡサイクルシート

担当課・係 企画財政課企画係（Ｒ3～企画課企画係） Plan 関係指標を達成するための2020年度の具体的な目標

国内友好都市等との交流促進

施策の概要
東京都台東区との特定分野での連携のほか新たな分野での連携を模索しま
す。

４年見直し
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現状値
<2018年度> 内　容

年度 計画額 予算額 決算額 目標値 実績値 自己評価

2020 0 0 0 1 0 Ｂ
・まちづくり基本条例の周知徹底
・実施状況の確認

2022 0 3
・まちづくり基本条例の周知徹底
・実施状況の確認

2023 0 5
・まちづくり基本条例の周知徹底
・実施状況の確認

2026

2027

単位 千円 千円 千円 件 件

Doの変更点
（スケジュールなど）

Checkの変更点
（チェックの体制・方法など）

変更なし 変更なし 変更なし

Checkを受け、2021年度以降に向けた必要な変更点など

2025 Plan の変更点
（事業方針や内容など）

結　果 チェック体制・方法 ふりかえり総括

Ｂ

担当係にて点検 　まちづくり基本条例の周知及び実施状況を確認（６
月）するとともに、国の第５次男女共同参画及び第７
期鹿追町総合計画に基づく男女共同参画の取組の推進
を各課に周知（３月）するなどして、公募や多様な主
体の参画をすすめるよう努めた。

2024

Action

2021 0 2
・まちづくり基本条例の周知徹底
・実施状況の確認

「Do」の結果・チェックなど

条例
の周
知

前年
度実
施状
況確
認

Check

7月 8月 3月

事業の点検 内　容

9月 10月 11月 12月 1月 2月

評
価
総
括
表

条例
の周
知

4月 5月 6月

関係指標
指標名 目標値

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
概
要

プロジェクト名 「つながり」プロジェクト

Do

具体的な方針

「Plan」を実行するためのスケジュール・内容
無作為抽出による会議
などへの参加件数 5

具体的な事業内容

各種審議会委員などの無作為抽出選出
件数0

実施体制

各種審議会委員等の選出
における公募や無作為抽
出などの手法の積極的な
検討

・まちづくり基本条例の周知徹底
・実施状況の確認

各所属長
企画財政課（事務
局）

施策

2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」実施計画 2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」　ＰＤＣＡサイクルシート

担当課・係 企画財政課企画係（Ｒ3～企画課企画係） Plan 関係指標を達成するための2020年度の具体的な目標

町民の町政参加機会の拡充

施策の概要
各種審議会委員などを公募や無作為抽出などの手法により選出し、町民誰も
が町政に参画しやすい環境づくりに努めます。

４年見直し
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現状値
<2018年度> 内　容

年度 計画額 予算額 決算額 目標値 実績値 自己評価

2020 0 20 2 150 63 Ｂ ・ふれあいトークの参加人数

2022 0 250 ・ふれあいトークの参加人数

2023 0 300 ・ふれあいトークの参加人数

2026

2027

単位 千円 千円 千円 人 人

実施体制

ふれあいトークの周知
・広報誌、ホームページ、SNS、防災無線、地域
マネージャーなどを通し周知を図る。

地域マネージャー
企画財政課

施策

2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」実施計画 2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」　ＰＤＣＡサイクルシート

担当課・係 企画財政課広報広聴係（Ｒ3～企画課広報広聴係） Plan 関係指標を達成するための2020年度の具体的な目標

広報広聴活動の拡充

施策の概要

毎月発行している広報しかおいやホームページなどによる情報発信のほか、
SNSなどにより情報の発信・共有に努めます。また、「やまびこメール」や
「地域マネージャー制度」「ふれあいトーク」など誰もが参加し、まちづく
りの意見交換ができる環境づくりに努めます。

関係指標
指標名 目標値

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
概
要

プロジェクト名 「つながり」プロジェクト

Do

具体的な方針

「Plan」を実行するためのスケジュール・内容

ふれあいトークへの参加人数 300人

具体的な事業内容

ふれあいトークへの参加人数Ü

事業の点検 内　容

9月 10月 11月 12月 1月 2月

評
価
総
括
表

制度に
ついて
適宜周
知

4月 5月 6月 7月 8月 3月

制度に
ついて
適宜周
知

制度に
ついて
適宜周
知

制度に
ついて
適宜周
知

制度に
ついて
適宜周
知

「Do」の結果・チェックなど

制度に
ついて
適宜周
知

制度に
ついて
適宜周
知

制度に
ついて
適宜周
知

制度に
ついて
適宜周
知

制度に
ついて
適宜周
知

制度に
ついて
適宜周
知

制度に
ついて
適宜周
知

Check

結　果 チェック体制・方法 ふりかえり総括

Ｂ

担当係にて点検 2020年度は、新型コロナウイルス感染症拡大の観点から予
定していたカフェトークの開催を見合わせ、１回のみの開催
に至った。カフェトーク開催の周知回数もコロナ感染拡大を
考慮し、前年より減らすことになった。また、コロナウイル
ス感染拡大に終息が見えない中、出前トークの申し込み団体
から中止の申出があり、開催回数は前年より大きく減ってし
まった。終息までの間は、感染拡大に配慮し実施していくこ
とになる。

2024

Action

2021 0 200 ・ふれあいトークの参加人数

Doの変更点
（スケジュールなど）

Checkの変更点
（チェックの体制・方法など）

次年度においても新型コロナウ
イルス感染症の感染拡大に終息
が見られなければ、実施を延期
するかどのように実施すると影
響がないのかを十分検討する必
要がある。

次年度においても新型コロナウ
イルス感染症の感染拡大に終息
が見られなければ、実施を延期
するかどのように実施すると影
響がないのかを十分検討する必
要がある。

特になし

Checkを受け、2021年度以降に向けた必要な変更点など

2025 Plan の変更点
（事業方針や内容など）４年見直し
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現状値
<2018年度> 内　容

年度 計画額 予算額 決算額 目標値 実績値 自己評価

2020 0 763 422 25 8 Ｃ ・行政区支援事業への参加件数

2022 0 30 ・行政区支援事業への参加件数

2023 0 35 ・行政区支援事業への参加件数

2026

2027

単位 千円 千円 千円 件 件

実施体制

町内会（地域のつなが
り）の大切さを啓発

・広報誌などを通し啓発を図る。 企画財政課

施策

2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」実施計画 2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」　ＰＤＣＡサイクルシート

担当課・係 企画財政課広報広聴係（Ｒ3～企画課広報広聴係） Plan 関係指標を達成するための2020年度の具体的な目標

住民自治組織の育成

施策の概要
町内会のあり方や活性化のための研修会や講演会などを開催し、それぞれの
地域が持つ特性や特色を生かして、地域の課題を地域みんなの力で解決でき
る組織の育成に努めます。

関係指標
指標名 目標値

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
概
要

プロジェクト名 「つながり」プロジェクト

Do

具体的な方針

「Plan」を実行するためのスケジュール・内容

行政区支援事業への参加数 35

具体的な事業内容

行政区支援事業への参加件数24

事業の点検 内　容

9月 10月 11月 12月 1月 2月

評
価
総
括
表

適宜
啓発

4月 5月 6月 7月 8月 3月

適宜
啓発

適宜
啓発

適宜
啓発

適宜
啓発

「Do」の結果・チェックなど

適宜
啓発

適宜
啓発

適宜
啓発

適宜
啓発

適宜
啓発

適宜
啓発

適宜
啓発

Check

結　果 チェック体制・方法 ふりかえり総括

Ｃ

担当係にて点検 2020年度は、新型コロナウイルス感染症拡大の観点から予
定していた活動を見合わせ、前年より事業を減らす行政区が
多くあった。早い段階で活動を実施し終了した行政区は、対
象事業をクリアし助成金交付の対象になったが、１対象事業
しか実施できなかった行政区からの申請相談もあった。コロ
ナウイルス感染拡大に終息が見えない中ではあったが、８行
政区の活動申請があったのは大きな効果であった。

2024

Action

2021 0 28 ・行政区支援事業への参加件数

Doの変更点
（スケジュールなど）

Checkの変更点
（チェックの体制・方法など）

次年度においても新型コロナウ
イルス感染症の感染拡大に終息
が見られなければ、行政区の事
業実施に影響がある。感染拡大
を考慮しながらの活動に期待す
る必要がある。

次年度においても新型コロナウ
イルス感染症の感染拡大に終息
が見られなければ、行政区の事
業実施に影響がある。感染拡大
を考慮しながらの活動に期待す
る必要がある。

特になし

Checkを受け、2021年度以降に向けた必要な変更点など

2025 Plan の変更点
（事業方針や内容など）４年見直し

24



現状値
<2018年度> 内　容

459万人

年度 計画額 予算額 決算額 目標値 実績値 自己評価

2020 797 1,039 968
1,026

451
Ｂ

十勝定住自立圏や十勝圏複合事
務組合への参画

2022 797
十勝定住自立圏や十勝圏複合事
務組合への参画

2023 797
1,046

464
十勝定住自立圏や十勝圏複合事
務組合への参画

2026

2027

単位 千円 千円 千円 万人 万人

Doの変更点
（スケジュールなど）

Checkの変更点
（チェックの体制・方法など）

十勝総合振興局及び管内市町村
と連携した広域公共交通の推進
に向けた事業を新たに実施す
る。

変更なし 変更なし

十勝管内の観光入込み客数（延べ人数） 1,046万人

十勝管内バス乗客数

Checkを受け、2021年度以降に向けた必要な変更点など

第２期の定住自立圏共生ビジョンが計画期間を終える
にあたって、第３期定住自立圏共生ビジョン（2020
年度～2024年度）の策定を行った。
2020年度から、十勝町村会と台東区・墨田区の連携
事業が始まった。2021十勝圏広域の公共交通計画策
定と公共交通の推進に向けた取組に向けた協議を行っ
た。

十勝定住自立圏や十勝圏複合事
務組合への参画

Check 「Do」の結果・チェックなど

3月

内　容

9月 10月

2025 Plan の変更点
（事業方針や内容など）

2024

Action

結　果 チェック体制・方法 ふりかえり総括

Ｂ

担当係にて点検

事業へ
の参加
及び促
進

事業へ
の参加
及び促
進

事業へ
の参加
及び促
進

事業へ
の参加
及び促
進

2021 797

評
価
総
括
表

事業へ
の参加
及び促
進

事業へ
の参加
及び促
進

事業へ
の参加
及び促
進

事業へ
の参加
及び促
進

事業へ
の参加
及び促
進

事業へ
の参加
及び促
進

事業へ
の参加
及び促
進

事業へ
の参加
及び促
進

事業の点検

11月 12月 1月 2月

Do 「Plan」を実行するためのスケジュール・内容

4月 5月 6月 7月 8月

関係指標
指標名 目標値

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
概
要

プロジェクト名 「つながり」プロジェクト

464万人

1,033万人 定住自立圏共生ビジョンの成果指標

具体的な方針 具体的な事業内容 実施体制

十勝定住自立圏や十勝圏
複合事務組合などによる
事業促進

・十勝定住自立圏
・十勝圏複合事務組合
・とかち航空宇宙産業基地誘致期成会
・北海道食産業総合振興機構（フード特区）
・十勝町村会
・十勝圏活性化推進期成会

各所属長
企画財政課（事務
局）
各団体

施策

2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」実施計画 2020（Ｒ2）年度　第７期鹿追町総合計画「重点プロジェクト」　ＰＤＣＡサイクルシート

担当課・係 企画財政課企画係（Ｒ3～企画課企画係） Plan 関係指標を達成するための2020年度の具体的な目標

他市町村との情報共有など広域行政の連携強化

施策の概要 十勝定住自立圏や十勝圏複合事務組合などによる事業促進を図ります。

４年見直し
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